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全国的に記録的な暑さとなった夏を乗り越え、ようやく過ごしやすい気候となりました。11月には全日本選手

権大会（ミドル・ロング）が控えています。今年も広い年代で楽しんでいただける大会を準備しておりますので

ご期待ください。 

本号の内容 

・ 堀井学会長・代表理事の辞任についてのお知らせ 

・ 第 25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025に向けて 

・ MTBO世界選手権 報告 

・ コーチ 1研修会 報告 

・ 今後の公認大会・講習会のお知らせ 

●堀井学会長・代表理事の辞任についてのお知らせ (副会長：愛場庸雅、村越真) 

日本オリエンテーリング協会会長・代表理事である堀井 学氏におかれましては、去る 9月 13日に発足し

た第二次岸田内閣において、内閣府副大臣に就任されました。それに伴い、今般当協会の理事を辞任されるこ

とになりました。その理由は、「国務大臣、副大臣及び大臣政務官規範」 

https://www.cas.go.jp/jp/siryou/pdf/kihan.pdf 

により、国務大臣等の在任期間中は営利企業の役職員の兼職、公益法人等の諸団体の役職員を兼職すること

を禁止されているためです。 

堀井氏は、本年 6月より会長 2期目に就任され、国際大会の誘致や JOC準加盟団体への昇格などに向

けて今後の活躍が期待されていたのですが、本務である要職を優先せざるを得ない状況であり、当協会にと

っては大きな痛手となりますがやむを得ないことと存じます。堀井氏におかれましては今後の本務でのご活躍

を期待するとともに、引き続きオリエンテーリングというスポーツと当協会へのご理解、ご支援を賜りたいと存

じます。 

当協会の事業につきましては、急な事でもありますので、当面の間会長が不在となり、副会長が会長業務を

代行する形での運営となります。今後の人事に関しては理事会等で検討してゆく予定です。 

●第 25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025に向けて(2025デフリンピック準備委員会 野中) 

9月 18日に開催された第 40回理事会において、公益財団法人日本パラスポーツ協会(JPSA)への準登

録及び日本パラリンピック委員会(JPC)への準加盟の承認がされました。JPSAへの準登録及び JPCへの

準加盟を進めていきます。 

また 2025年に東京（日比谷公園・大島）にて開催されるデフリンピックの準備委員会発足の承認がされま

した。開催への準備とともに、選手強化についても、強化委員会管轄にて通常のフット O強化とは別の体制に

て実施していく方針で進めていきます。 

第 25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 大会ポータルサイト 

https://deaflympics2025-games.jp/ 
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●MTBO世界選手権報告 (MTBO委員会)  

2023年 8月 19日～26日にかけて、MTBO世界選手権大会が、チェコの Jicinで開催され、日本から

は 6名の選手が出場しました。 

初戦スプリントでは、ハイスピードを要求される難度の高いコースに苦戦しつつも、ジュニア綾野選手はまず

まずの滑り出し。 

ロングでは、MTBOのすべての要素が盛り込まれたタフなコースに全員苦戦しました。その中でも嶋岡選

手は非常に良い走りをしたものの序盤のスプリントエリアで痛恨のミスパンチがありました。 

続くミドルでは、前の 2 レースに比べてシンプルなコースだっただけにパワー差や小さなミスの累積でタイム

に響くという感触。嶋岡選手、綾野選手はまずまずの良い順位を出していました。 

レストデイを挟んで後半はマススタート。一斉スタートで前後の選手の動きを見て対応しつづける、ナビ能力

に加えて、最もMTBのパワーや技術で差が出る種目。出遅れやミス、パンク等メカトラブルもあり、終始平坦

なコースという点でも、差を詰めるには厳しいレース展開でしたが、世界で十分戦えている感触も掴めました。 

最終日はリレー。MEに 2チーム出走。2チームとも 1走はまずまず良い位置で走り 2走へタッチ、2走は

それぞれの展開ながら 3走へつなぐことができた。3走は集団から離されたものの確実にレースをこなし、2

チームとも順位をつけることができました。 

今回特筆すべきは、元日本代表選手の綾野、森の両氏に併設参加を含めてチームに帯同してもらったこと

です。おかげで充実したサポート体制で本戦に臨むことができました。また、同時期にチェコのリベレツで開催

されたARDF世界大会の日下部選手が会場へ応援に来てくれるなど、MTBO JAPANチームを取り巻く環

境が向上してきたことを感じさせる遠征でした。 

来年に向けて、さらにMTBO競技の拡大と、向上を目指して挑戦していきたいと考えています。応援よろし

くお願いします。 

 

ロング女子 

1 Nikoline Splittorff (DNK)  1:54:19 

2 Emily Benham Kvale (GBR) 1:55:17 +0:58 

3 Gabriele Andrasiuniene (LTU) 1:57:24 +3:05 

37 加納尚子(日本)  2:51:39 +57:20 

大類亜美里(日本)  DNF 

ロング男子 

1 Vojtech Ludvik Czechia (CZE)  1:53:16 

2 Simon Hellmueller (CHE)  1:55:20 +2:04 

3 Vojtech Stransky (CZE)  1:57:11 +3:55 

49 阿部稜(日本)   2:55:31 +1:02:15 

53 羽鳥和重(日本) 3:21:17 +1:28:01 

   嶋岡雅浩(日本) MP 

スプリント男子 

1 Krystof Bogar (CZE)   22:55  

2 Vojtech Ludvik (CZE)  23:28 +0:33 

3 Lauri Malsroos (EST)  23:38 +0:43 

40 嶋岡雅浩(日本) 27:44 +4:49 

50 阿部稜(日本)  29:59 +7:04 

56 羽鳥和重(日本)  32:26 +9:31 

スプリント女子 

1 Kaarina Nurminen (FIN) 22:59  

2 Emily Benham Kvale (GBR)  23:27 +0:28 

3 Henna Saarinen(FIN)  24:33 +1:34  

37 大類亜美里(日本)          47:26 +24:27 

 加納尚子(日本)   MP 

   

スプリントＭ20 

1  Simo Klemettinen (FIN)  21:29  

2  Flurin Schnyder (CHE)   21:30 +0:01 

3  Eevert Kenttamies (FIN)  21:51 +0:22  

29 綾野 尋(日本)           25:26 +3:57  

ロングＭ20 

1  Eemil Koskinen (FIN)   1:31:57  

2  Hannes Hnilica(AUT)   1:32:02 +0:05 

3  Flurin Schnyder (CHE)  1:36:03 +4:06  

43 綾野 尋(日本)          2:04:38 +32:41  
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加納尚子 選手 

ミドル男子 

1 Krystof Bogar (CZE)      51:38  

2 Simon Hellmueller (CHE)  51:52 +0:14 

3 Vojtech Ludvik (CZE)     52:50 +1:12 

47 嶋岡雅浩(日本)    1:03:19 +11:41 

70 阿部稜(日本)     1:15:17 +23:39 

74 羽鳥和重(日本)     1:18:59 +27:21 

ミドル女子 

1 Emily Benham Kvale (GBR)  51:41 

2 Nikoline Splittorff (DNK)  54:21 +2:40 

3 Martina Tichovska (CZE)  55:15 +3:34 

44 加納尚子(日本)  1:23:45 +32:04 

48 大類亜美里(日本)  1:43:58 +52:17 

ミドルＭ20 

1  Adam Cernik(CHE)     49:38  

2  Flurin Schnyder (CHE)   49:53 +0:15 

3  Armel Berthaud (FRA)   50:14 +0:36  

25 綾野 尋(日本)          1:00:06 +10:28  

マススタート男子 

1 Vojtech Ludvik (CZE)  1:24:28 

2 Andre Haga(FIN)   1:24:43 +0:15 

3 Simon Hellmueller (CHE) 1:25:07 +0:39 

54 嶋岡雅浩(日本) 1:40:59 +16:31 

68 阿部稜(日本)   1:49:48 +25:20 

73 羽鳥和重(日本) 2:00:30 +36:02 

マススタート女子 

1 Martina Tichovska (CZE)  1:23:58 

2 Emily Benham Kvale (GBR) 1:24:06 +0:08 

3 Nikoline Splittorff (DNK)  1:24:18 +0:20 

35 加納尚子(日本)  1:40:35 +16:37 

大類亜美里(日本)  MP 

マススタートＭ20 

1  Armel Berthaud (FRA)   1:07:10  

2  Eemil Koskinen (FIN)    1:07:50 +0:40 

3  Flurin Schnyder (CHE)  1:08:31 +1:21  

26 綾野 尋(日本)           1:16:12 +9:02  

リレー男子 

1 CZE 1      2:23:20  

2 CZE 2 2:29:17 

3 LTU 1 (国別 2 位) 2:29:26 +6:06 

17 日本 1(国別 15 位) 3:03:15 +39:55  

嶋岡雅浩   58:36 

阿部稜   1:05:03 

綾野 尋   59:36 

19 日本 2 4:15:53 +1:52:33 

 羽鳥和重    1:03:26 

加納尚子    1:23:07 

大類亜美里  1:49:20 

写真は大会公式サイトより引用 

阿部稜 選手 羽鳥和重 選手 
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●コーチ 1研修会 報告 (普及・指導委員会：村越真) 

9月 23－24日の両日、静岡県朝霧高原で、JOA+日本スポーツ協会のコ

ーチ 1研修会が実施されました。 

参加者は 2名と少なかったものの、4時間のオンライン研修後、当日は対面

で充実した研修となりました。参加者のお二人はいずれもオリエンテーリング

経験豊富な方でしたので、技術的な講義内容はスムースに取り組めた一方で、

コーチとして必要な対話を傾聴して選手の力を引き出す講習では、試行錯誤し

ながらもその重要性に気づいていく姿は印象的でした。1月には関西地区での

講習が実施されます。 

コーチとしての活動に役立つことはもちろん、ご自身のオリエンテーリングを

振り返るいいチャンスにもなります。来年度の受講をお待ちしています。 

●今後の公認大会・講習会のお知らせ 

イベントアドバイザー研修会は、実地のほかオンラインでの受講もできます。 

2023年 

11月 4日 第 12回全日本大会(ミドル・ディスタンス競技部門) (千葉県) 

11月 5日 第 50回全日本大会(ロング・ディスタンス競技部門) (千葉県) 

11月 23日 2023年度イベントアドバイザー研修会  (東京都) 

12月 10-20日 イベントディレクタ認定試験 

2024年 

1月 7日 第 16回全日本大会（スプリント競技部門）  (東京都) 

1月 13日 コーチ 1移行講習会   (大阪府)  

1月 28日 第 112回上尾OLC大会 inおがわ【公認 F】  (埼玉県) 

2月 4日 第 32回全日本リレーオリエンテーリング大会  (佐賀県) 

3月 10-20日 イベントディレクタ認定試験 

 

以上 

コーチとしての指導のロールプレイに取り組む受講者 


